
【施策３】

コミュニティ
バス導入

スキーム

の運用

実施状況の

検証

指標 運用・検討箇所数

実施状況 ３地区

モニタリング

指標の変化

指標 運行路線利用者数

基準値 ―

実績値

運用・検討箇所：3地区

・大沢地区：97,740人（対前年4,728人増）

・大野北地区：66,397人（対前年10,471人増）

・大野南地区：検討のみ

延べ利用者164,137人（対前年15,199人増）

評価

運行中の2路線において、地域が主体となり利用促進に
取組むことで利用者数が大幅に増加しており、交通不便
地区の移動手段の確保や地域コミュニティの活性化に大
きく寄与したと認められるが、大野北地区が本格運行に
至っていないことから、さらなる利用促進に取り組むこと。

【施策３】 コミュニティバス導入スキームの運用
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施策実施状況の評価（平成２７年度）施策実施状況の評価（平成２７年度）



【施策３】 コミュニティバス導入スキームの運用 参考資料

コミュニティバス導入の手引き（平成１９年策定）

三者協働の仕組み

①コミュニティバス
せせらぎ号運行経路
（平成18年1月30日
運行開始）

②大野北地区
コミュニティバス運行経路
（平成26年2月1日運行開
始）
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【施策４】

乗合タクシー
導入スキー
ムの運用

実施状況の

検証

指標 運用・検討箇所数

実施状況 ４地区

モニタリング

指標の変化

指標 運行路線利用者数

基準値 ―

実績値

運用検討箇所：4地区

・内郷地区：4,026人（対前年396人増）

・根小屋地区：8,215人（対前年140人減）

・吉野・与瀬地区：2,647人（H26下半期971人)

・牧野地区：1,600人（H26下半期646人）

延べ利用者16,488人

評価

運行中の4地区において、地域を中心に利用促進に取
組み、利用者数の増加や地域コミュニティの活性化に寄
与したと認められるが、根小屋地区の利用者が減少して
いることや牧野地区が本格運行に至っていないことから、
地域と連携し、さらなる利用促進に取り組むこと。

【施策４】 乗合タクシー導入スキームの運用

３※吉野・与瀬地区、牧野地区については、H26.10.1から運行を開始しているため前年度は半年間のみの利用者数



乗合タクシー運行区域図

【施策４】 乗合タクシー導入スキームの運用 参考資料
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【施策７】

TDMの推進

実施状況の

検証

指標 実施施策数

実施状況 実施施策数：１件（橋本地区TDM）

モニタリング

指標の変化

指標
施策を実施した路線の混雑時所要時間

（三ヶ木～橋本駅北口間）

基準値 54分

実績値 42分 （対前年9分減）

評価

平成24年4月の「橋本地区TDM推進計画」策定から、継
続して各施策の推進に取り組むことにより、橋本地区周
辺道路の混雑緩和が図られ、指標路線の所要時間の短
縮に寄与したと認められる。

今後は、総合都市交通計画に掲げるTDM施策候補地
である「相模大野駅周辺」「麻溝台地区」等、他地区への
新たな施策の展開を期待する。

【施策７】 ＴＤＭ（交通需要マネジメント）の推進
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橋本駅南口駅前広場の改良

【バ ス】 乗場：５箇所 降車場：３台分（２増） 待機場所：４台分（３増）
【タクシー】 乗場：１箇所 待機場所：２５台（９増） 【一般車】 乗降場：１４台（９増） 【企業バス】 乗降場：３台（新設）

○橋本地区ＴＤＭ推進計画
（平成２４年４月策定）

橋本駅南口から国道１６号にかけて、
通勤・通学者の送迎や右左折車を原因
とする渋滞が断続的に発生していたこと
から、市民の代表、専門家や関係者等で
構成する「橋本地区ＴＤＭ推進委員会」を
設置し、交通社会実験等の結果を踏ま
え、検討を重ね、策定された。

【施策７】ＴＤＭの推進 参考資料

【写真】橋本駅南口駅前広場での啓発活動

・平成27年6月11日、相模原北警察署と
の連携により実施

駅前広場のレイ
アウト変更や違
法駐車の取締強
化など全１９施策

で構成

６

【橋本地区TDM推進計画の主な効果検証結果について（H28.3月）】
≪⾃動⾞交通量≫（駅周辺４交差点の16時間の平均交通量）
H23 約13,462台 ⇒ H26 約10,866台平均2,596台の減少
・・・南口周辺の交通量、路上駐停⾞台数、駅⽅向への滞留⻑・渋滞⻑が減少。
≪駅周辺路上駐停⾞状況≫（駅周辺の路上駐⾞台数）
H23 2,303台 ⇒ H26 1,330台973台の減少
・・・マイカー送迎者の適正利⽤が促進された
≪路線バス所要時間調査≫（緑区合同庁舎前〜橋本駅南⼝の往復所要時間）
*駅方向 H23 3.51分⇒H26 3.24分 27秒減少
*緑区合庁方向 H23 3.60分⇒H26 4.28分 32秒増加
・・・駅方向は時間が減少したが、緑区合庁方向は時間が増加した。
≪橋本駅に接着する路線バスの年間輸送人員≫
*南口 H233,767,536人⇒H26 3,834,111人66,575人の増加
*北⼝ H23 6,809,983人⇒H267,034,844人224,861人の増加
・・・公共交通への利⽤転換が図られた



【施策２９】

マイカーから
の転換促進

実施状況の

検証

指標 ＴＤＭの実施の有無

実施状況 橋本地区TDM推進計画を実施した

モニタリング

指標の変化

指標
マイカーからの転換率

（ＭＭ対象者へのヒアリング）

基準値 実施時に調査

実績値

Ｈ27年10月7・19日 橋本駅南口に

おいて、マイカー送迎車に対する

アンケートを実施

車利用を控えようと思う人：35.6％

評価

TDMの効果測定では、橋本駅南口周辺の交通量の減少
や路上駐車台数の減少が見られるとともに、橋本駅を発着
する路線バスの年間乗降人数は、平成23年度からに対して
平成26年度では、南口で約6万7千人、北口で約22万5千人
の増加となり、マイカーからの転換促進に寄与していると認
められるため、引き続き、TDM施策等の実施によるマイカー
からの利用転換に取り組むこと。

【施策２９】 マイカーからの転換促進
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【施策２９】 マイカーからの転換促進 参考資料

マイカー送迎をしているドライバー
に対し、改良後の駅前広場の利便
性や送迎頻度等についてアンケート
を実施した。

マイカー送迎ドライバーアンケート

橋本駅を発着する
バス系統のマップを
作成し、マイカー送
迎者に対してアン
ケートとともに配布。
マイカーからの転換
を促した。

裏面は、通勤・通
学時間帯の時刻表
を記載。

■配布枚数
（単位：票）

調査日 調査時間 正規乗降場 正規乗降場以外 計

平成27年10月7日（水） 17:00-22:00 401 178 579

平成27年10月19日（月）10:00-17:00 148 17 165

549 195 744

■回収率
配布場所 配布枚数（票） 回収枚数（票） 回収率（％）

正規乗降場 549 128 23.3%

正規乗降場以外 195 38 19.5%

総計 744 166 22.3%

総計
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【施策１９】

ターミナル
施設の整備

実施状況の

検証

指標 施設の新設・改良箇所数

実施状況 新設・改良箇所なし

モニタリング

指標の変化

指標 バスターミナル施設（10箇所）利用者数

基準値 60,401人/日※

実績値 73,247人/日（対前年2,538人増）

評価

平成25年度に、橋本駅南口駅前広場の改良及び田名
バスターミナルの新設に着手し、バス利用環境の向上が
図られた。

これに伴い、全ターミナルにおけるバス利用者数も平成
24年から12,846人増加しており、大きくバス利用の促進に
寄与したと認められる。

施設等ハード面の整備には、十分な検討とともに、多額
の費用が必要となるが、引き続きバス利用環境の向上の
ため、ターミナル施設のバリアフリー化等の利用環境整
備の検討を期待する。

※モニタリング指標の基準値については、計画策定当時、71,500人/日を設定していたが、ＩＣ技術の導入や中乗り前降
り方式の実施等の状況変化により、乗降人員集計方法が当時と現在では異なり、誤差が生じるため、平成24年度のター
ミナル乗降人員60,401人/日を基準とした。

【施策１９】 ターミナル施設の整備

９



【施策１９】 ターミナル施設の整備 参考資料
相模湖駅 利用者数

平成２６年度 1,104人            

平成２７年度 1,102人            

三ケ木 利用者数

平成２６年度 2,444人            

平成２７年度 2,394人            

橋本駅 利用者数

平成２６年度 23,726人           

平成２７年度 25,401人           

相模原駅 利用者数

平成２６年度 10,235人           

平成２７年度 10,509人           

淵野辺駅 利用者数

平成２６年度 6,660人            

平成２７年度 6,735人            

上溝駅 利用者数

平成２６年度 1,475人            

平成２７年度 1,618人            

田名バスターミナル 利用者数

平成２６年度 2,375人            

平成２７年度 2,546人            

北里大学病院・北里大学 利用者数

平成２６年度 5,267人            

平成２７年度 5,178人            

相模大野駅 利用者数

平成２６年度 15,187人           

平成２７年度 15,430人           

小田急相模原駅 利用者数

平成２６年度 2,236人            

平成２７年度 2,334人            

全ターミナル計 利用者数

平成２６年度 70,709人           

平成２７年度 73,247人           

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

備考

４月第３木曜日
（H26.4.17、H27.4.16）

全ターミナルの乗降人員は、昨年度に比べ
２，５３８人増加している。

特に、平成２６年４月から供用を開始した田
名バスターミナルは、従前の上田名バス停の
２５年度乗降人員が５７１人だったのに対し、
２７年度は２，５４６人となり、約４４６％増の
伸び率となっている。

平成２６，２７年度の
各ターミナルの乗降人員/日

10



【施策１１】

ターミナル等
での乗り継ぎ
の円滑化

実施状況の

検証

指標 施設の新設・改良箇所数

実施状況
新設・改良箇所なし

運行情報提供設備導入：相模原駅

モニタリング

指標の変化

指標
運行情報提供設備導入率

（導入箇所数/設置候補箇所数）

基準値 0.0％

実績値
21.4％ （３箇所/１４箇所）

実施箇所：田名ＢＴ、相模大野駅、相模原駅

評価

平成27年度は、新たに相模原駅に運行情報案内表示
機が１基導入され、モニタリング指標である設備導入率
が、21.4％に上昇した。

引き続き他の候補箇所への設備導入を推進し、ターミ
ナルにおける乗継ぎの円滑化に努めること。

【施策１１】 ターミナル等での乗り継ぎの円滑化

11



相模原駅 バス運行情報案

内表示機（Ｈ28.3月設置）

【施策１１】 ターミナル等での乗り継ぎの円滑化 参考資料 【画面イメージ】

バス運行情報案内表示機は、神奈中
バスロケーションシステム(※)を活用し、
各乗り場発車時刻等の詳細情報を
リアルタイムに表示するもの

※ 神奈中バスロケーションシステムとは、無線通信や

ＧＰＳなどを利用してバスの位置情報を収集することにより、
バスの定時運行の調整等に役立てるシステムです。
神奈川中央交通㈱では、路線バスの利用者に向けて、

バスの接近や到着予測時刻情報を携帯電話やインター
ネットにおいて確認することができるサービスを提供してい
ます。

駅を出発する路線バスの運行情報を出発時間順
に表示します。また、日本語と英語表記の切り替え
やバスのりば案内図を切り替えて表示します。

12



【施策１２】

バスロケｰ
ションシステ
ムの機能向
上

実施状況の

検証

指標 システムの改善有無

実施状況 システム改善なし

モニタリング

指標の変化

指標 バスロケーションシステムのアクセス数

基準値 2,921人/日

実績値
アクセス数：

18,196人/日（対前年3,348人増/日）

評価

平成25年3月にシステム改善が実施され、スマート
フォンの普及とともに、着実にアクセス件数が増加し
ている。

今後も、通信環境の技術の進歩にあわせ、システム
改善等による機能向上に努めるとともに、バス相互の
乗継ぎの円滑化を図るため、より効果的な情報提供
方法の検討を期待する。

【施策１２】 バスロケーションシステムの機能向上

13



【施策１２】 バスロケーションシステムの機能向上 参考資料

ＭＭ（モビリティマネジメント）の推進にあたり、

バスロケーションシステムの有用性を記載したチ
ラシを作成し、市内を走るバスへの掲示や各種イ
ベント等で配布した。

14



【施策２０】

ＩＣカード

乗車券の

普及・利用
促進

実施状況の

検証

指標 普及に向けた取組実施回数

実施状況
バス車内において、啓発ポスターの掲示

等を通年で実施した。

モニタリング

指標の変化

指標 現金支払い者とＩＣカード乗車券利用者の比率

基準値 71.18%

実績値 IC利用者率：85.99％（対前年4.1％増）

評価

平成27年度も、バス車内ポスター掲示やホームペー
ジによる継続的な周知により、IC利用者率の増加に寄
与していると認められる。

ＩＣカードの普及によって、円滑な運賃収受が行われ、
定時性・速達性の確保や乗り継ぎ割引の適用範囲の
拡大に繋がることから、引き続きＩＣカードの普及・促進
に努めること。

【施策２０】 ＩＣカード乗車券の普及・利用促進

15

※平成27年度のＩＣカードの利用比率（ＩＣ利用者/（ＩＣ利用者+現金利用者）



【ポスターの例】

【施策２０】 ＩＣカード乗車券の普及・利用促進 参考資料

「バス利用特典サービス（バス特）」とは、
「PASMO」「Suica」で「バス特」を適用する各社
の対象バスを利用すると、その利用額に応じて
「バスポイント」が付与され、一定の累計ポイン
トごとに自動的にバスの運賃支払いに利用で
きる「特典バスチケット」がもらえるサービス。

バス利用特典サービス「バス特」

16



【施策１３】

乗り継ぎ割
引の設定

実施状況の

検証

指標 乗り継ぎ割引の新規設定箇所数

実施状況 新規設定箇所なし

モニタリング

指標の変化

指標 割引設定箇所における乗継ぎ利用者数

基準値 2,921人/日

実績値
利用者数：101,810人（対前年1,713人増）

うちIC割引101,350人（対前年1,741人増）

評価

平成26年4月から田名バスターミナルにおけるICカー
ド利用者に対する乗り継ぎ割引の適用が導入され、割
引利用者数が大幅に増加した。

ICカードの普及率もかなり高まっており、ICカードでの
乗継割引の適用は、利用者の利便性向上に大きく寄
与し、乗務員負担も軽減が図られることから、他の乗
継ぎポイントでもICカードによる割引適用を実施すると
ともに、新規設定箇所の選定について検討を期待する。

【施策１３】 乗り継ぎ割引の設定

17



【施策１３】 乗り継ぎ割引の設定 参考資料

平成15年のバス路線の再編により、乗り継
ぎが発生した路線について、乗り継ぎ負担の
軽減を図るため、平成20年11月1日から乗り
継ぎ割引が実施された。

実施方法は、乗り継ぎ割引の対象系統・乗り
継ぎポイントとなるバス停を定め、1台目のバ
ス降車時に運転手に申し出て「乗り継ぎ乗車
証」をもらい（通常運賃を支払い）、2台目のバ
ス降車時に「乗り継ぎ乗車証」を提出して、割
り引かれた運賃を支払うもの。

田名バスターミナルで1時間以内にバスを乗
り継ぐ場合は、Suica（スイカ）・PASMO（パス
モ）使用時に限り、乗り継いだバスでの支払時
に一律100円（小児・障害者は50円）が割り引
きされる。

※田名バスターミナルでのバス乗り継ぎ割引
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【施策２２】

バス利用
者マナー
の啓発

実施状
況の

検証

指標 啓発活動実施回数

実施状況
バス車内において、啓発ポスターの掲示等を通年

で実施した。

モニタリ

ング

指標の

変化

指標
運転士へのアンケート調査

（マナーが悪いことへの対応に負担を感じる運転士数）

基準値 H19年調査 16件（回答者数113人）

実績値

H27年アンケート調査(回答者数173人)

お客様の対応に負担を感じる：118件

うちマナーが悪いこと：16件

評価

負担を感じる要因の主なものとして、マナーが悪い：16件、イヤホ
ン・携帯操作等：23件、運賃収受操作：8件などが挙げられ、平成
19年度に比べ、マナーが良くなったと答えた方は、全体の12％に
留まる一方、変わらないもしくは悪くなったと答えた方は、81％に
上った。

事業者と行政が連携し、より一層のマナー啓発を実施し、利用者
が気持ちよくバスに乗車できる環境の整備に向けて取り組むこと。

【施策２２】 バス利用者マナーの啓発
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【施策２２】 バス利用者マナーの啓発 参考資料

12%

51%

30%

7%

利用者マナーの平成１９年頃からの変化

１.良くなった
２.変わらない
３.悪くなった
４.回答なし

○回答数 １７３人

○調査期間
平成２７年６月１５日（月）～２８日（日）

○対象者
市内の３営業所に所属する運転士
神奈川中央交通（株） 相模原営業所 １８０人
（株）相模神奈交バス 相模原営業所 １６５人
（株）津久井神奈交バス 津久井営業所 １１５人

乗務員アンケート結果概要
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≪マナーが悪いと答えた方（１６件）のうち、意見が多かったもの≫

①ゴミの放置・ポイ捨て・・・８件
・車内へのゴミの放置、座席を汚すこと。放置した空き缶が転がることなど
②大声でお喋りする・・・３件
・大きい声で話をする、携帯電話の使用、大音量によるイヤホンの音漏れなど
③高校生のマナー・・・２件
・一部の高校生のマナーが特に悪く、登下校時のダイヤが精神的に負担



【施策２４】

啓発講座
等の実施

実施状況の

検証

指標 啓発活動実施回数

実施状況

バス事業者と協力し、大野北地区において、児

童及びその保護者を対象としたバス乗り方教室

を開催した

モニタリング

指標の変化

指標 利用方法、運行意義の理解度

基準値 アンケートの実施

実績値

乗り方教室参加者（73人）を対象として、

１家族１票（44票）回収

理解度：とても役に立った・役に立った 50.0％

今までより利用する 51.2％

評価
乗り方教室等の実施により、利用方法の周知やバス利用
意識を高めることができた。引き続き、他地区でも施策を展
開する等、継続的な啓発活動に取り組むこと。

【施策２４】 啓発講座等の実施
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【施策２４】 啓発講座等の実施 参考資料

路線バスの乗り方や車内マナーに関する説明を通じて、路線バスを身近に感じてもらうととも
に、公共交通の役割・必要性について考えてもらうことを目的とした、モビリティ・マネジメント推
進事業の一環として実施した。（７３人の方が参加）

○平成２７年９月１３日 バス乗り方教室の実施

20 
20 

0 
0 

0 5 10 15 20 25

とても役に立った

役に立った

あまり役に立たなかった

役に立たなかった

乗り方教室について

22 
13 

1 
7 

0 5 10 15 20 25

今までより利用する

今までどおり利用する

利用しない

わからない

バスの利用意向について

○アンケート結果の例

回答者数＝40 回答者数＝43
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≪参考≫
淵野辺駅のバス乗降人員

平成２６年度 約２９１万人/年
平成２７年度 約３１８万人/年

・・・・約２７万人の増加



【施策２８】

ノンステップ

バスの導入

実施状況の

検証

指標 ノンステップバスの導入の有無

実施状況
市内の営業所において、ノンス

テップバス１6台が導入された。

モニタリング

指標の変化

指標 ノンステップバス導入台数

基準値 ―

実績値

16台導入

（ワンステップバス→ノンステップバス12台、

ノンステップバス→ノンステップバス4台）

平成28年3月31日現在の導入率

６２台／２３６台（２６．３％）

評価

生活交通改善事業計画において、国及び市の補
助制度を活用し、16台の導入計画を実施した。導入
率が大幅に増加し、成果指標として定めた目標値で
ある30.0％に早期に達する見込みがあることから、
目標値を上方修正し、より一層の導入促進に取り組
むこと。

【施策２８】 ノンステップバスの導入
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【施策２８】 ノンステップバスの導入 参考資料

【生活交通改善事業計画】

交通事業者が、国
の補助制度を活用
し、ノンステップバス
を購入するにあた
り、相模原市におけ
るノンステップバス
の導入促進計画を
地域公共交通会議
において策定するも
の。

ノンステップバス ・・・出入り口の段差を解消して
乗降性を高めた低床バス

平成28年4月1日現在の
市内各営業所の導入状況

ノンステップバス 62台
総車両台数 236台
導入率 26.3％

平成28年度導入予定台数８台
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市内の営業所におけるノンステップバス車両数の推移

時 点
ノンステップバ
ス車両数

全車両数 割合

H24.4.1 34 251 13.5%

H25.4.1 40 235 17.0%

H26.4.1 43 237 18.1%

H27.4.1 50 237 21.1%

H28.4.1 62 236 26.3%


